
林野庁中部森林管理局 2026/№261

特集
・架線集材技術の継承に向けて

～伐採・搬出における林地保全と効率性～
・技術開発と人材育成の取組

シリーズ
・現場最前線からの便り、私の森語り、中部の保護林

写真：中部の森林フォトコンテスト2025 より
テーマ1「山の仕事にスポットライト」応募作品「木曽の架線集材」 （南木曽支署管内）
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1 

中
部
森
林
管
理
局
の
若
手
職
員
を
対

象
に
□
令
和
八
年
七
月
七
日
か
ら
九
日
ま

で
の
三
日
間
□
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
の

国
有
林
に
お
い
て
架
線
集
材
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
□ 

六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
新
た
な
□
森

林
・
林
業
基
本
計
画
□
で
は
□
気
候
変
動

へ
の
対
応
に
加
え
□
地
球
温
暖
化
の
防
止

や
生
物
多
様
性
へ
の
気
運
の
高
ま
り
を

背
景
と
し
て
□
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機

能
の
発
揮
と
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に

向
け
て
□
多
様
で
健
全
な
森
林
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
配
置
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と

さ
れ
て
い
ま
す
□ 

中
部
森
林
管
理
局
で
は
□
貴
重
な
森
林

資
源
を
有
効
活
用
す
べ
く
□
森
林
の
整
備

を
進
め
な
が
ら
木
材
生
産
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
□
木
材
の
搬
出
に
つ
い

て
は
□
緩
傾
斜
地
で
は
車
両
系
林
業
機
械

を
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と

と
も
に
□
急
傾
斜
地
や
急
峻
地
で
は
架
線

系
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
□
地
域
特
性
に
応

じ
た
技
術
の
向
上
と
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
□ 

再
注
目
さ
れ
る
架
線
集
材 

架
線
集
材
□
□
□□□
森
林
内
□
架
設
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□架
線
□□
利
用
□
□
□
伐
採
□

□
木
材
□
空
中
□
運
搬
□
□
集
材
方
法
□作
業
□
□
□
□
□□
□
□
急
峻
□
地
形
□
□
木
材
□

効
率
的
□
搬
出
□
□
□
□
□
□
作
業
道
□
開
設
□
重
機
□
走
行
□
抑
□
□
□
□
□
森
林
土
壌

□
□
影
響
□
軽
減
□
□
□
□
□
□
木
材
生
産
□
林
地
保
全
□
両
立
□
有
効
□
技
術
□
□
□
活

用
□
れ
□
□
□
□
□ 

架
線
集
材
技
術
の
継
承
に
向
け
て 

～
伐
採
・搬
出
に
お
け
る 

林
地
保
全
と
効
率
性
～ 
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架
線
集
材
は
□
事
業
現
場
の
傾
斜
□
地

形
□
や
木
材
を
移
動
さ
せ
る
距
離
□
搬
出

距
離
□□
伐
採
方
法(
皆
伐
か
間
伐
か)

な

ど
に
よ
り
使
用
す
る
機
械
や
索
張
り
方

式
□
架
線
の
張
り
方
□
が
異
な
り
ま
す
□ 

こ
の
た
め
□
各
種
機
械
や
索
張
り
方
式

の
特
徴
な
ど
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
□
研
修
の
初
日
は
資
料
や
動
画
を
活

用
し
た
座
学
を
行
い
ま
し
た
□ 

集
材
機
や
自
走
式
搬
器
□
タ
ワ
□
ヤ
□

ダ
□
ス
イ
ン
グ
ヤ
□
ダ
な
ど
□
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
と
□
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
□
や
ダ

ブ
ル
エ
ン
ド
レ
ス
な
ど
の
索
張
り
方
式

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
□ 

講
師
に
よ
る
架
線
集
材
に
関
す
る
基

礎
的
な
内
容
の
解
説
後
□
想
定
し
た
作
業

地
で
は
ど
の
索
張
り
方
式
を
選
択
し
て

設
計
す
る
の
か
□
留
意
す
る
べ
き
点
は
何

か
□
な
ど
を
研
修
生
が
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
□

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
架
線
設

計
に
対
す
る
理
解
を
深
め
合
い
ま
し
た
□ 

研
修
生
か
ら
は
□
架
線
集
材
で
用
い
る

用
語
の
解
説
や
模
式
図
に
よ
り
□
架
線
集

材
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
で
き
た
□□
正

式
な
用
語
や
方
法
の
名
称
だ
け
で
な
く

略
称
も
聞
け
て
□
よ
り
現
場
の
知
識
が
身

に
つ
い
た
□
と
い
□
た
感
想
が
出
さ
れ
ま

し
た
□ 

 

二
日
目
は
□
実
践
に
よ
り
座
学
の
知
識

を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
□
現
場
で
使
用
さ

れ
る
機
械
や
器
材
を
小
型
化
し
□
シ
ミ
□

レ
□
シ
□
ン
が
で
き
る
□
ミ
ニ
電
動
集
材

機
□
を
用
い
て
□
架
線
の
組
立
か
ら
解
体

ま
で
の
実
演
と
現
地
演
習
を
行
い
ま
し

た
□ 

研
修
内
容 

架線集材で搬出される木材（赤の破線部分） 

（南木曽支署管内） 

座学の様子（森林技術・支援センター内） 

架
線
集
材
□
用
□
□
機
械
□
例 

・
□
□
□
□
□
□
□…

建
設
用
□
□
□
□
□

□
□
集
材
用
□
□
□
□
□
搭
載
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
使
用
□
□
□
集
材
□
□

□
□
□
短
距
離
□
□
□
□
□
□
簡
易
□
索

張
□
□
□
□
□
□
特
徴
□ 

       

・
□
□
□
□
□
□…

人
工
支
柱
□
装
備
□

□
移
動
可
能
□
機
械
□
急
傾
斜
地
□
□
作

業
□
向
□
□
□
□
□
□
特
徴
□ 

          

ミニ電動集材機による演習（岐阜森林管理署管内） 

2 
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演
習
で
は
□
エ
ン
ド
レ
ス
タ
イ
ラ
□
方

式
に
よ
る
索
張
り
を
□
実
際
と
同
じ
よ
う

に
支
柱
間
に
ワ
イ
ヤ
□
を
張
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
□
電
動
集
材
機
を
操
作
す
る
こ

と
に
よ
り
搬
器□
木
材
を
運
ぶ
装
置
□や
□

ワ
イ
ヤ
□
の
動
き
□
支
柱
と
滑
車
が
果
た

す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
□
よ
り
一
層
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
□ 

研
修
生
か
ら
は
□
電
動
集
材
機
の
操
作

や
索
張
り
を
実
際
に
行
う
こ
と
で
□(

ワ

イ
ヤ
□
を
固
定
す
る)

ク
リ
□
プ
の
向
き

や
作
業
内
角
の
場
所
な
ど
注
意
す
べ
き

点
へ
の
理
解
が
よ
り
深
ま
□
た
□
と
の
感

想
が
聞
か
れ
□
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
□ 

現
地
演
習
で
は
伐
採
跡
地
に
お
い
て
□

集
材
の
際
に
使
用
さ
れ
た
痕
跡
を
基
に

ど
の
よ
う
に
作
業
し
た
の
か
を
班
ご
と

に
推
測
し
な
が
ら
□
ど
う
設
計
す
る
か
検

討
を
行
い
ま
し
た
□ 

□
現
地
踏
査
す
る
こ
と
で
図
面
上
で

は
分
か
ら
な
か
□
た
微
妙
な
地
形
の
う

ね
り
や
柱
に
な
る
立
木
を
探
す
こ
と
で

設
計
に
お
け
る
現
地
踏
査
の
重
要
性
が

分
か
□
た
□
と
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
□ 

最
終
日
と
な
る
三
日
目
は
□
現
地
踏
査

を
踏
ま
え
□
検
討
し
た
架
線
設
計
を
班
ご

と
に
発
表
し
□
設
計
に
あ
た
り
留
意
し
た

点
や
現
地
踏
査
の
際
に
心
が
け
た
点
□
気

づ
い
た
点
な
ど
を
意
見
交
換
し
□
架
線
集

材
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
□ 

 

今
回
の
研
修
で
は
□
架
線
集
材
に
関
す

る
基
礎
知
識
の
習
得
か
ら
□
実
習
・
現
地

踏
査
・
設
計
ま
で
体
系
的
に
学
ぶ
な
か
で
□

架
線
集
材
へ
の
理
解
を
深
め
□
日
頃
の
業

務
の
一
助
に
な
□
た
と
い
う
意
見
が
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
□ 

今
後
も
□
よ
り
実
践
的
な
研
修
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
□
架
線
集
材
技
術
の

継
承
に
取
り
組
む
と
と
も
に
□
生
産
事
業

に
携
わ
る
職
員
の
技
術
力
向
上
と
安
全

意
識
の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
□
効
率
的
な

事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
□ 

□
資
源
活
用
課
□ 

ミニ電動集材機を操作する研修生（岐阜森林管理署管内） 

演習地の赤沼田国有林（岐阜森林管理署管内） 

現地踏査を踏まえた線形を検討する研修生 

索
張
□
方
式
□
例 

□□
□
□
□
□
□
□
□
□
方
式…

森
林
内
□
張
□
□
□
□
□
□
□
上
□
搬
器
□木
材
□
運
□
装

置
□□
移
動
□
□
集
材
□
□
方
式
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□木
材
□
吊
□
□
部
分
□□
□
□
□

□
□
動
□
□
□
広
□
範
囲
□
集
材
□
□
□
□
□
特
徴
□ 

□□
□
□
□
□
□
□
□
方
式…

□
本
□
循
環
□
□
□
□
□
□
□
利
用
□
□
集
材
□
□
方
式
□
長

□
距
離
□
集
材
□
適
□
□
□
□
□
□
特
徴
□ 

今
後
の
展
望 
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森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
□
は
□
平
成

七
年
に
下
呂
営
林
署
と
小
坂
営
林
署
の

統
合
に
伴
い
□
森
林
技
術
セ
ン
タ
□
□
と

し
て
発
足
し
□
そ
の
後
三
度
の
再
編
を
経

て
□
平
成
二
十
五
年
に
現
在
の
名
称
と
な

り
ま
し
た
□ 

令
和
四
年
度
に
は
新
庁
舎
が
完
成
し
□

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
庁
舎
と
し
て

初
め
て
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
が
採
用
さ
れ
た
ほ

か
□木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料□
ペ
レ
□
ト
□ 

ボ
イ
ラ
□
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
□
ペ
レ
□

ト
の
利
用
は
□
間
伐
材
や
未
利
用
材
の
有

効
活
用
に
つ
な
が
り
□
政
府
が
推
進
す
る

持
続
可
能
な
開
発
目
標
□
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
□
を

実
現
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
□
機
会

あ
る
ご
と
に
見
学
い
た
だ
い
て
い
ま
す
□ 

当
セ
ン
タ
□
で
は
□
民
有
林
経
営
へ
の

普
及
を
念
頭
と
し
て
□
林
業
の
低
コ
ス
ト

化
等
に
向
け
た
技
術
開
発
や
普
及
を
促

進
す
る
と
と
も
に
□
現
地
検
討
会
や
研
修

を
通
じ
て
□
民
有
林
を
含
め
た
人
材
育
成

へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
□ 

 
 
 

今
回
は□
技
術
開
発
□と□
人
材
育
成
□

に
分
け
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
□ 

 

□
技
術
開
発
に
関
す
る
取
組
□ 

林
野
庁
等
の
□
技
術
開
発
基
本
目
標
□

に
基
づ
い
て
行
う
□
技
術
開
発
課
題
□
が

三
課
題
と
□
当
セ
ン
タ
□
が
自
主
的
に
行

う
□
自
主
課
題
等
□
が
あ
り
□
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
と
設
定
箇
所
は
下
段
の
一
覧
表

に
示
す
と
お
り
で
す
□ 

□
技
術
開
発
課
題
□
は
現
在
□
三
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
□ 

技
術
開
発
と
人
材
育
成
の
取
組 

～
森
林
技
術
・支
援
セ
ン
タ
ー
～ 

 

マツ谷 20と1

七宗 1246い2

ヒノキ単層林への侵入広葉樹を活用した効率的な針広混交林造成 湯舟沢 2237と・2242は

神割 1082へ

大洞 225に

本洞 1043ほ

ヒノキ・ナラ・ホオノキの混交植栽試験地 本洞 1049ほ

人工造林による単層林への侵入広葉樹を活用した針広混交林造成試験 本洞 1049ほ

湯舟沢 2206ぬ

彦谷 3032れ

小川長洞 1112わ

ヒノキ本数密度実験林 小川長洞 1105た・む

ヒノキ２代目造林実験林 小川長洞 1112い

スギ本数密度実験林 小川長洞 1113は

御岳トウヒ・シラベ林分成長固定試験地 落合 65ほ

赤沼田ヒノキ人工林成長試験地 赤沼田 232い・ろ

ヒノキ間伐展示林（定性・列状） 小川長洞 1114ほ

七宗大径材生産展示林 七宗 1207ち・1211は

ヒノキ人工林長伐期施業指標林 乗政 1127に

複層林施業指標林 小川長洞 1106へ

大洞 192へ

七宗 1234い

落合 18に・か

落合 39ぬ

スギ人工林長伐期施業指標林 七宗 1241ほ

ヒノキ人工林長伐期施業指標林 落合 96ろ

自
主
課
題
等

自主課題

ヒノキコンテナ苗と下刈り省略の組合せによる初期保育技術の開発

実験林

成長等試験地

展示林

施業指標林

間伐推進指標林

複層林における植栽木の成長試験

国有林 林小班項目 課題名

技
術
開
発
課
題

林野庁
統一課題

超緩効性肥料を用いたエリートツリー等コンテナ苗の活用

中部森林管理局
技術開発課題 コウヨウザンの成長速度と生育適地の把握及び初期保育技術の検討

□ 

□ 

□ 

周囲の景観と調和するデザインの森林技術・支援センター庁舎 

外部を含む多くの方へ施設見学を行ってきた 

4 
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超
緩
効
性
肥
料
を
用
い
た
エ
リ
□
ト
ツ

リ
□
等
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用 

林
野
庁
統
一
課
題
の
本
課
題
は
□
令
和

七
年
十
一
月
発
行
の
広
報
誌
□
中
部
の
森

林
□
二
五
六
号
に
特
集
と
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
□
昨
年
□
飛
騨
署
の
マ
ツ
谷
国
有

林
に
試
験
地
を
設
定
し
ま
し
た
が
□
新
た

に
岐
阜
署
の
七
宗
国
有
林
に
も
設
定
し
□

超
緩
効
性
肥
料
に
よ
る
成
長
促
進
効
果

や
エ
リ
□
ト
ツ
リ
□
等
の
植
栽
適
地
に

つ
い
て
の
検
証
を
進
め
て
い

ま
す
□ 

 

 

ヒ
ノ
キ
単
層
林
へ
の
侵
入
広
葉
樹
を
活

用
し
た
効
率
的
な
針
広
混
交
林
造
成 

人
工
林
の
育
成
を
目
指
し
た
造
林
地

に
侵
入
し
た
ミ
ズ
メ
や
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ

等
の
広
葉
樹
を
活
か
し
て
□
多
様
な
森

林
□
□
針
広
混
交
林
□
へ
移
行
す
る
た
め

に
は
□
ど
の
よ
う
に
保
育
を
行
□
た
ら
よ

い
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
□
保
育
の
過

程
□
特
に
下
刈
と
除
伐
に
注
目
し
□
東
濃

署
の
湯
舟
沢
国
有
林
の
林
齢
一
〇
年
生

及
び
十
二
年
生
の
造
林
地
に
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
□ 

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
成
長
速
度
と
生
育
適

地
の
把
握
及
び
初
期
保
育
技
術
の
検
討 

 

中
国
南
部
□台
湾
を
原
産
と
す
る
常
緑

針
葉
樹
の
□
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
□
は
□
ス
ギ

と
同
程
度
の
強
度
を
有
し
□
比
較
的
短
期

間
で
成
長
・
収
穫
が
可
能
で
す
□
西
日
本

等
の
温
暖
な
地
域
で
は
□
早
生
樹
と
し
て

期
待
さ
れ
植
栽
事
例
が
あ
る
も
の
の
□
寒

冷
な
地
域
で
は
事
例
が
少
な
い
こ
と
か

ら
□
生
育
適
地
を
把
握
す
る
た
め
□
岐
阜

署
管
内
の
標
高
五
〇
〇
ｍ
□
か
ら
一
□
〇

〇
〇
□
の
三
箇
所
□
神
割
・
大
洞
・
本
洞

国
有
林
□
に
試
験
地
を
設
け
て
成
長
調
査

等
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

□
自
主
課
題
等
□
は
□
主
に
岐
阜
署
管

内
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
□
お
お
む
ね
三

年
か
ら
五
年
の
間
隔
で
継
続
調
査
を
行

い
ま
す
が
□
中
に
は
十
年
間
隔
の
場
所
も

あ
り
ま
す
□
調
査
後
は
結
果
を
整
理
し
□

当
セ
ン
タ
□
の
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
へ
掲
載

し
て
い
ま
す
□ 

 

□
人
材
育
成
の
取
組
に
つ
い
て
□ 

当
セ
ン
タ
□
で
は
□
研
修
や
現
地
検
討

会
等
を
通
じ
て
□
民
有
林
を
含
め
た
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
□
今
回
は
六

つ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
□ 

①
学
生
の
国
有
林
現
地
実
習 

岐
阜
署
と
共
催
し
□
岐
阜
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
□
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
の
二
年

生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
□
今
年
度
の
実

習
の
様
子
は
□
中
部
局
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
の

□
各
地
か
ら
の
便
り
□
六
月

の
行
事
に
紹
介
し
て
い
ま

す
□ 

(

コ
□
ド
参
照→

) 

「コウヨウザンの成長速度と生育適地の把握及び 

初期保育技術の検討」（本洞国有林） 

□
中
部
□
森
林
□ 

二
五
六
号
□
□
□
□→

 
□
□
□
□
わ 

□
□
わ
□ 

 
 

□
□
□
□ 

 
 

□
□
□
□ 

□
□
□
□ 

林野庁統一課題に使用する３種の苗 

「ヒノキ単層林への侵入広葉樹を活用した効率的な 

針広混交林造成」（湯舟沢国有林） 

森林文化アカデミー現地実習 

（ヒノキ長伐期施業林） 

□
□ 
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岐
阜
署
管
内
の
乗
政
国
有
林
□
ヒ
ノ
キ

長
伐
期
施
業
林
□□小
川
長
洞
国
有
林□
ヒ

ノ
キ
間
伐
展
示
林
□
□
民
有
林
で
は
あ
ま

り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
間
温
帯
□
暖

温
帯
と
冷
温
帯
の
中
間
□
の
天
然
林
の
見

学
等
を
行
い
ま
す
□
こ
の
ほ
か
□
学
校
か

ら
の
要
請
に
応
じ
□
国
有
林
の
案
内
や
情

報
提
供
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
□ 

②
架
線
集
材
研
修 

か
つ
て
の
木
材
生
産
事
業
現
場
で
は
□

職
員
が
架
線
集
材
に
関
わ
る
機
会
が
多

く
あ
り
ま
し
た
□
現
在
は
車
両
系
集
材
が

主
流
と
な
り
□
架
線
集
材
に
関
す
る
知
識

や
経
験
を
持
つ
職
員
も
減
少
し
て
お
り
□

中
部
局
で
は
知
識
と
技
術
を
継
承
す
る

た
め
□
令
和
七
年
度
か
ら
本
研
修
を
開
始

し
ま
し
た
□
今
年
度
の
研
修
の
詳
細
は
□

一
か
ら
三
ペ
□
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
□ 

研
修
で
利
用
し
た
ミ
ニ
電
動
集
材
機

は
□
以
前
は
当
セ
ン
タ
□
の
旧
庁
舎
に
常

設
し
□
研
修
等
で
活
用
し
て
い
ま
し
た

が
□
新
庁
舎
内
に
設
置
で
き
な
か
□
た
た

め
□
当
セ
ン
タ
□
の
作
業
所
敷
地
に
移
設

し
ま
し
た
□
今
後
も
ミ
ニ
集
材
機
を
活
用

し
て
架
線
集
材
の
技
術
を
継
承
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
□ 

③
先
進
技
術
研
修 

国
有
林
で
は
航
空
レ
□
ザ
□
測
量
や

無
人
航
空
機
□
以
下
□
ド
ロ
□
ン
□
□
を

活
用
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
□
本
研
修
は
自
治
体
職
員

な
ど
民
有
林
か
ら
の
参
加
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
□ 

研
修
で
は
先
進
技
術
の
紹
介
や
そ
の

活
用
方
法
を
学
び
つ
つ
□
各
署
等
に
配
置

し
て
い
る
ド
ロ
□
ン
を
使
用
し
て
基
本

操
作
を
習
得
し
ま
す
□
さ
ら
に
自
動
飛
行

に
よ
り
得
ら
れ
た
連
続
写
真
か
ら
□
画
像

処
理
ソ
フ
ト
ウ
□
ア
を
使
用
し
て
ズ
レ

や
ゆ
が
み
の
な
い
オ
ル
ソ
画
像
の
作
成

を
行
い
ま
す
□
オ
ル
ソ
画
像
か
ら
面
積
や

距
離
を
正
確
に
計
測
で
き
る
た
め
□
Ｇ
Ｉ

Ｓ
上
で
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
森
林
資

源
や
路
網
□
災
害
地
の
状
況
等
を
□
直
接

現
地
へ
向
か
う
こ
と
な
く
効
率
的
に
把

握
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
□ 

④
無
人
航
空
機
操
作
講
習
会 

当
セ
ン
タ
□
が
所
在
す
る
下
呂
市
を

含
む
近
隣
の
自
治
体
職
員
□
主
に
林
務
担

当
者
□
に
向
け
て
□
令
和
三
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
□
民
有
林
に
お
い
て
も
ド

ロ
□
ン
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
□
担
当

者
や
一
部
の
事
業
者
な
ど
に
偏
□
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
□
森
林
の
経
営
・
管
理

に
あ
た
り
活
用
を
図
る
た
め
□
操
作
に
習

熟
し
た
者
の
さ
ら
な
る
育
成
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
□ 

講
習
会
で
は
関
係
法
令
・
基
礎
知
識
に

関
す
る
座
学
の
後
に
□
ド
ロ
□
ン
の
飛
行

実
習
を
行
□
て
い
ま
す
□
参
加
し
た
自
治

体
職
員
か
ら
は
□
林
道
災
害
時
に
危
険
な

場
所
や
対
岸
等
か
ら
の
被
災
地
の
確
認

に
役
立
つ
と
思
う
□
な
ど
の
感
想
が
あ

り
□
今
後
も
活
用
の
普
及
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
□ 

⑤
森
林
総
合
監
理
士
等
の
育
成 

林
野
庁
で
は
地
域
の
森
林
づ
く
り
を

総
合
的
に
支
え
□
市
町
村
や
林
業
関
係
者

に
技
術
的
な
指
導
・
助
言
を
行
う
人
材
と

し
て
□
森
林
総
合
監
理
士
□
フ
□
レ
ス
タ

□
□
□
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
□ 

令
和
七
年
度
□
林
野
庁
で
は
全
国
を
五

架線集材研修 

設置を行うことで集材架線の仕組みを理解する 

先進技術研修（無人航空機の説明） 

無人航空機操作講習会（飛行実習） 

□
□
□
□ 

 

□
□
わ
□
□
□
□ 

 

6 
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ブ
ロ
□
ク
に
分
け
□
□
地
域
森
づ
く
り
構

想
技
術
者
育
成
研
修
□
を
委
託
事
業
と
し

て
実
施
し
□
中
部
ブ
ロ
□
ク
は
下
呂
市
内

が
拠
点
と
な
り
□
当
セ
ン
タ
□
は
研
修
運

営
の
サ
ポ
□
ト
に
あ
た
り
ま
し
た
□ 

四
日
間
の
研
修
で
は
□
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
等

を
活
用
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
木
材
生

産
の
基
盤
と
な
る
路
網
計
画
を
含
む
□
総

合
的
な
地
域
の
森
づ
く
り
構
想
を
行
な

い
ま
す
□
七
宗
国
有
林
を
集
約
化
す
べ
き

民
有
林
と
見
立
て
て
□
路
網
計
画
や
事
業

計
画
を
た
て
□
市
町
村
の
林
務
担
当
者
へ

提
案
す
る
想
定
で
す
□ 

都
道
府
県
と
市
町
村
□
民
間
や
国
有
林

か
ら
参
加
し
た
研
修
生
達
は
班
に
分
か

れ
て
図
面
上
で
の
構
想
の
後
□
現
地
で
の

踏
査
も
行
い
□
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
路
網
設
計
支
援

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
路
網
計
画
を
検
討
□

林
業
成
長
産
業
化
の
観
点
か
ら
事
業
計

画
を
作
成
し
ま
し
た
□ 

参
加
者
の
年
齢
層
は
幅
広
く
□
初
対
面

の
方
が
大
半
で
し
た
が
□
メ
ン
バ
□
一
丸

と
な
□
て
取
り
組
み
□
最
終
日
に
は
□
班

ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
□
シ
□
ン
と
議
論

を
行
い
ま
し
た
□ 

研
修
生
か
ら
は
□
所
属
の
垣
根
を
越
え

て
議
論
が
交
わ
せ
た
こ
と
で
□
民
国
連
携

に
よ
る
地
域
林
業
の
発
展
へ
の
展
望
が

見
い
だ
せ
た
□
□
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
□

技
術
者
養
成
へ
の
一
助
と
な
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
□ 

今
年
度
□
こ
の
研
修
の
流
れ
を
く
む

□
地
域
森
林
・
林
業
ビ
ジ
□
ン
構
想
技
術

者
育
成
研
修
□
が
下
呂
市
を
拠
点
に
実
施

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
□
引
き
続
き
研
修
運

営
の
サ
ポ
□
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
□ 

⑥
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
現
地
検

討
会 ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
が
深

刻
化
す
る
中
□
国
□
県
□
市
町
村
□
事
業

体
等
が
情
報
共
有
を
図
り
□
効
果
的
な
対

策
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
□
中
部

局
□
岐
阜
署
□
当
セ
ン
タ
□
が
共
催
し
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
□ 

午
前
中
は
□
岐
阜
県
森
林
研
究
所
の
専

門
研
究
員
か
ら
□
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
現

況
と
課
題
□
と
題
し
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生

態
□林
業
被
害
□対
策
に
関
す
る
講
演
や
□

局
担
当
者
か
ら
中
部
局
管
内
の
獣
害
対

策
の
紹
介
等
の
座
学
を
行
い
ま
す
□ 

午
後
は
岐
阜
署
管
内
の
七
宗
国
有
林

□
獣
害
対
策
展
示
エ
リ
ア
□
内
の
単
木
保

護
資
材
□防
護
柵
□セ
ン
サ
□
付
き
箱
罠
・

囲
い
罠
に
つ
い
て
□
開
発
メ
□
カ
□
を
含

め
た
担
当
者
か
ら
の
説
明
や
□
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
□□
小
林
式
誘
引
捕
獲
法(

く

く
り
罠
の
周
囲
に
石
や
誘
引
す
る
た
め

の
餌
を
配
置
し
て
捕
獲
す
る
方
法
□
□
の

実
演
や
□
ク
マ
の
錯
誤
捕
獲
防
止
用
の
改

良
罠
の
紹
介
等
も
行
い
ま
し
た
□ 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
で
は
□
防
護

□
守
り
の
対
策
□と
捕
獲□
攻
め
の
対
策
□

の
両
方
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
必

要
が
あ
り
□
今
後
も
検
討
会
等
を
通
じ
て

民
国
の
関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
□
一
体

と
な
□
た
対
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
□ 

当
セ
ン
タ
□
で
は
今
回
紹
介
し
た
取

組
を
通
じ
て
□森
林
技
術
の
普
及
・
定
着
□

地
域
の
林
業
振
興
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
□ 

□
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
□
□ 

 

地域森づくり構想技術者育成研修（現地実習） 

ニホンジカ食害防除対策現地検討会 

（センサー付き囲い罠） 

ニホンジカ食害防除対策現地検討会 

（小林式誘引捕獲法の実演） 



※詳細は、ＱＲコードを
読み込んでください。

設
定
目
的

岐
阜
県
に
生
育
す
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
う
ち
、
最
南
限
に
分
布
す
る

貴
重
な
群
落
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

地
況岐

阜
県
中
部
の
小
起
伏
の
山
地
（
標
高
一
、
三
三
五
㍍
）
に
位
置

す
る
山
中
山
峠
は
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
に
分
か
れ
る
分
水
嶺
と

な
っ
て
い
ま
す
。
気
候
は
、
日
本
海
側
の
特
徴
で
あ
る
多
雪
地
帯
で

あ
り
、
推
定
年
平
均
気
温
は
六
度
と
冷
涼
で
、
枯
れ
た
植
物
が
分
解

さ
れ
ず
堆
積
し
た
泥
炭
土
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生物の生育・
生息の場となっている森林が多く残されています。
国有林野事業では、1915年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、森林や

野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・管理を行って
います。

お問い合わせ先：計画保全部計画課 ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
読み込んでください。

৛
র
৛
ൌ
૘
଻
৬
ණ
৳
૧
௔

ृ
ऽ
ऩ
ऊ
ृ
ऽ

8

所在地
岐阜県高山市

群落保護のための電気柵
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□
南
信
森
林
管
理
署 

下
諏
訪
森
林
事
務
所
□ 

 

首
席
森
林
官 
谷
口 

直
幸 

 

下
諏
訪
森
林
事
務
所
は
□
長
野
県
の
中

央
部
に
位
置
す
る
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
に
所

在
し
□
日
本
最
大
の
断
層
湖
と
し
て
知
ら

れ
る
諏
訪
湖
の
北
岸
に
広
が
る
東
俣
国
有

林
一
□
六
六
八
□
と
□
上
伊
那
郡
辰
野
町
の

横
川
渓
谷
周
辺
の
横
川
国
有
林
三
□
五
九

六
□
を
管
轄
し
て
い
ま
す
□ 

東
俣
国
有
林
は
□
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と

し
た
人
工
林
・
天
然
林
が
混
在
し
て
い
ま

す
□
標
高
が
高
く
積
雪
量
も
多
い
た
め
□
林

内
の
保
水
機
能
が
高
く
□
諏
訪
湖
へ
注
ぐ

河
川
の
水
源
涵
養
林
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
□
て
い
ま
す
□
ま
た
□
近
年
は
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
食
害
の
対
策
が
重
要
な
課
題

と
な
□
て
お
り
□
防
護
柵
の
設
置
や
個
体

数
管
理
な
ど
□
関
係
機
関
と
連
携
し
た
対

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
□ 

一
方
□
横
川
国
有
林
は
□
カ
ラ
マ
ツ
や
ア

カ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
人
工
林
と
天
然
林

が
調
和
し
た
森
林
景
観
が
特
徴
で
す
□
横

川
渓
谷
内
に
は
□
長
い
年
月
を
か
け
て
形

成
さ
れ
た
巨
岩
□
蛇
石
□
や
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
□
ハ
イ
キ
ン
グ

や
自
然
観
察
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
□ 

ま
た
□
諏
訪
地
域
は
長
野
県
を
代
表
す

る
観
光
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
□

日
本
有
数
の
湖
で
あ
る
諏
訪
湖
で
は
湖
上

花
火
大
会
や
遊
覧
船
が
人
気
を
集
め
□
周

辺
に
は
有
名
な
諏
訪
大
社
四
社
が
あ
り
ま

す
□
下
諏
訪
町
に
は
中
山
道
と
甲
州
街
道

が
交
わ
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
が

残
り
□
温
泉
街
や
歴
史
的
な
街
並
み
を
目

的
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
□
さ
ら

に
□
霧
□
峰
高
原
や
八
島
□
原
湿
原
で
は

高
山
植
物
や
雄
大
な
眺
望
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
□
四
季
を
通
じ
て
登
山
者
や
自
然

愛
好
家
で
賑
わ
い
ま
す
□
こ
う
し
た 

 

観
光
資
源
を
支
え
て
い
る
の
は
□
周
辺
に

広
が
る
豊
か
な
森
林
の
存
在
で
す
□ 

当
森
林
事
務
所
で
は
□
こ
れ
ら
の
森
林

を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
□
造
林
や
間
伐

な
ど
の
森
林
整
備
事
業
の
監
督
□
林
道
施

設
の
点
検
□
保
安
林
機
能
の
維
持
管
理
□
各

種
調
査
業
務
な
ど
を
行
□
て
い
ま
す
□
現

場
で
は
事
業
の
進
捗
確
認
や
安
全
指
導
を

行
い
な
が
ら
□
森
林
の
公
益
的
機
能
が
長

期
に
わ
た
り
発
揮
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
ま
す
□ 

ま
た
□
七
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
諏
訪

大
社
御
柱
祭
の
開
催
が
令
和
十
年
に
迫
□

て
お
り
□
管
内
の
国
有
林
は
御
用
材
を
産

出
す
る
森
林
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
□

御
柱
祭
は
□
モ
ミ
の
大
木
を
山
か
ら
曳
き

出
し
□
諏
訪
大
社
上
社
・
下
社
四
宮
の
四
隅

に
建
て
る
千
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝
統

行
事
で
あ
り
□
そ
の
開
催
に
向
け
□
支
障
が

無
い
よ
う
関
係
機
関
□
団
体
と
連
絡
を
密

に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
□ 

 

□
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
□
セ
□
ジ
□ 

森
林
官
の
仕
事
は
□
森
林
や
自
然
環
境

に
関
心
が
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
□
地
域
づ

く
り
や
防
災
□
環
境
保
全
に
携
わ
り
た
い

方
に
も
魅
力
の
あ
る
仕
事
で
す
□
自
然
相

手
の
仕
事
な
の
で
□
予
定
調
和
で
物
事
が

進
ま
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
し
□
専
門
知

識
が
必
要
な
場
面
も
あ
り
ま
す
が
□
国
有

林
を
守
り
育
て
る
仕
事
に
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
□
ぜ
ひ
森
林
官
と
い
う
仕
事
に
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
□
未
来
の
森
林
を

支
え
る
仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
□ 

 

□ 

□ 

□ 

わ  

9 
 

□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□
□ 

□ 

□ 

□  

国の天然記念物「横川の蛇石」 

川底に横たわる蛇のように見える 

国の天然記念物「八島ヶ原湿原」 

日本を代表する高層湿原の一つ 

御神木春宮一之柱と筆者 

□
□
□
□
□
□
□ 

□ 

□ 

□ 

□
□
□
□  

□
□
□
□  

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 
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□
お
客
様
の
隣
で
□
こ
れ
ま
で
□
と 

□
こ
れ
か
ら
□
を
刻
み
続
け
る
時
計
た
ち
□ 

     

■
自
己
紹
介 

 

□
キ
コ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
□
は
□

西
の
上
高
地
と
東
側
の
秩
父
山
地
□
そ
れ

ぞ
れ
を
水
源
と
す
る
犀
川
と
千
曲
川
が

合
流
す
る
あ
た
り
□
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ

た
長
野
市
に
あ
る
小
さ
な
木
工
房
で
す
□  

■
活
動
内
容 

信
州
に
は
□
カ
ラ
松
が
あ
り
ま
す
□ 

戦

後
に
多
く
植
林
さ
れ
た
こ
の
木
は
□
ヤ
ニ

が
多
く
□
比
重
に
大
き
な
差
が
あ
る
木
目

の
た
め
□
加
工
し
難
い
材
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
□
そ
の
反
面
□
美
し
い
木
理
と
□
優

れ
た
強
度
を
持
ち
□
脱
脂
乾
燥
技
術
の
進

歩
と
と
も
に
□
長
野
県
を
代
表
す
る
木
材

の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
□ 

キ
コ
リ
が
こ
の
木
材
の
美
し
さ
に
魅

せ
ら
れ
□
木
の
時
計
を
作
り
始
め
た
の
は
□

今
か
ら
四
〇
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
□

振
り
子
の
サ
カ
ナ
が
左
右
に
揺
れ
な
が

ら
口
を
パ
ク
パ
ク
開
閉
し
た
り
□
ネ
コ
が

魚
を
見
上
げ
て
し
□
ぽ
を
振
□
た
り
□
ふ

く
ろ
う
が
時
を
知
ら
せ
る
鳩
時
計
だ
□

た
り
□
少
し
変
わ
□
た
掛
け
時
計
で
す
□  

最
近
□
特
に
ご
依
頼
が
増
え
て
き
た
修

理
品
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
□ 

一
〇
年
□
二
〇
年
と
長
く
大
切
に
使
□

て
頂
け
た
も
の
を
拝
見
す
る
の
は
本
当

に
嬉
し
く
□
新
し
い
時
計
の
開
発
に
も
参

考
に
な
り
ま
す
□
そ
の
た
め
□
修
理
依
頼

は
で
き
る
だ
け
お
受
け
し
て
き
ま
し
た
□ 

ほ
ぼ
毎
日
□
い
ろ
い
ろ
な
時
計
が
届
き

ま
す
□
落
下
に
よ
り
□
枠
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
□
た
も
の
□
二
〇
年
以
上
押
入
れ
で
眠

□
て
い
た
も
の
□
斬
新
な
芸
術
的
セ
ン
ス

に
よ
り
色
鉛
筆
で
彩
色
さ
れ
た
も
の
□
キ

□
ラ
ク
タ
□
シ
□
ル
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
も
の
□
飼
い
猫
に
ク
ジ
ラ
の
尾
が
噛
み

ち
ぎ
ら
れ
ま
し
た
□
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
□

ク
な
も
の
ま
で
□  

私
□
木
工
品
□
修
理
す
□
□
□
□
□
□ 

心
掛
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
す
□
□
□

□□
完
璧
□□
直
□
□
□
□
□
□
□
□
□
す
□ 

あ
る
展
示
会
で
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い

た
一
言
で
す
□□
先
日
□
時
計
を
修
理
に
出

し
た
ら
ネ
コ
の
顔
が
新
品
で
真
□
白
に

な
□
て
い
て
心
底
が
□
か
り
し
た
□□  

当
時
□
仕
上
が
り
は
新
品
に
近
い
ほ
う
が

喜
ば
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
□
一
生
懸
命
拭

い
た
り
□
磨
き
直
し
た
り
□
再
塗
装
し
た

り
□
動
き
を
良
く
す
る
た
め
□
交
換
で
き

る
部
品
は
新
品
に
し
て
い
ま
し
た
□ 

時
計
は
何
年
も
毎
日
休
む
こ
と
な
く
□

人
の
隣
で
時
を
刻
み
続
け
ま
す
□
木
の
枠

の
色
褪
せ
も
傷
も
歴
史
と
し
て
残
り
□
年

月
が
経
つ
ほ
ど
深
み
が
増
し
ま
す
□
カ
ラ

松
は
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
て
使
い
こ
ま

れ
る
と
□
経
年
変
化
に
よ
り
表
面
は
脂
分

で
艶
が
出
て
□
色
は
赤
み
を
帯
び
た
飴
色

に
な
り
ま
す
□ 

お
客
様
の
今
ま
で
を
大
切
に
し
□
こ
れ

か
ら
も
刻
ん
で
い
け
る
よ
う
修
理
す
る
□

埃
□
汚
れ
だ
け
拭
き
取
り
□
色
褪
せ
や
傷

は
そ
の
ま
ま
に
□
枠
の
割
れ
は
丁
寧
に
接

着
し
□
な
る
べ
く
色
が
変
わ
ら
な
い
よ
う

に
磨
く
□
色
鉛
筆
の
落
書
き
も
シ
□
ル
も

そ
の
ま
ま
に
□
ク
ジ
ラ
の
尾
は
同
じ
種
類

の
木
で
作
り
ま
し
た
□ 

一
九
九
五
年
□
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
□
一
年
ほ
ど
後
に
□□
被
災
し

た
時
計
を
ほ
ぼ
材
料
費
の
み
で
修
理
す

る
□
と
い
う
サ
□
ビ
ス
を
行
い
ま
し
た
□  

当
時
□
神
戸
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
修
理

依
頼
品
は
□
チ
□
イ
ム
が
鳴
る
□
高
さ
が

六
〇
□
□
く
ら
い
の
弊
社
の
製
品
で
は

一
番
大
き
な
時
計
□
文
字
盤
前
の
扉
の
幅

四
□
□
厚
さ
三
□
□
の
カ
ラ
松
材
の
枠

が
ネ
ジ
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
□
人
が
乗
□

た
く
ら
い
で
は
折
れ
な
い
木
が
真
□
二

つ
で
す
□
震
災
の
大
き
さ
の
片
鱗
を
目
の

当
た
り
に
し
□
絶
句
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
□
損
壊
が
大
き
す
ぎ
て
修
理
が
困

難
な
た
め
□
新
品
に
近
い
も
の
を
同
じ
金

額
に
す
る
の
で
全
部
交
換
し
て
は
ど
う

か
□
と
ご
提
案
□
少
し
ご
検
討
さ
れ
た
お

客
様
の
お
答
え
は
□
修
理
依
頼
□
で
し
た
□ 

□
直
し
き
れ
な
い
傷
が
残
□
た
と
し
て

も
□
そ
れ
も
思
い
出
と
し
て
残
し
た
い
□□ 

想
像
を
絶
す
る
大
変
な
経
験
を
さ
れ

た
は
ず
な
の
に
□
そ
の
先
も
思
い
出
と
し

て
残
し
た
い
と
す
る
そ
の
決
断
□
交
換
の

提
案
を
し
た
自
分
を
反
省
し
ま
し
た
□  

■
メ
□
セ
□
ジ 

時
間
と
共
に
愛
着
が
増
し
□
人
と
一
緒

に
ず
□
と
永
く
思
い
出
を
繋
い
で
い
け

る
よ
う
に
□
ペ
□
ト
の
よ
う
な
□
家
族
の

よ
う
な
□
そ
ん
な
も
の
を
作
□
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
□ 

■
連
絡
先 

(

有)

キ
コ
リ
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
所 

キコリ・デザイン研究所 

代表 

内田 英樹 

長
野
県
長
野
市
若
里
七
丁
目
一
一―

二
一 



中部の森林フォトコンテスト 2025 より 

優秀賞「黄昏時の一踏ん張り！」 

新
た
な
地
元
の
魅
力
を
発
信 

□
新
作
ク
ラ
フ
ト
ビ
□
ル
開
発
！
□ 

□
東
濃
森
林
管
理
署
□ 

八
月
六
日
□
中
津
川
市
の
企
業
と
大
学

が
□
新
作
ク
ラ
フ
ト
ビ
□
ル
開
発
の
取
材

の
一
環
と
し
て
当
署
を
来
訪
し
ま
し
た
□ 

 

中
津
川
の
林
業
の
歴
史
や
関
わ
る
人
に

ス
ポ
□
ト
を
当
て
□
ビ
□
ル
の
味
や
物
語

へ
の
置
き
換
え
を
目
指
す
と
い
う
今
ま
で

に
な
い
切
り
口
の
企
画
で
す
□
署
で
は
裏

木
曽
地
域
の
木
材
搬
出
の
歴
史
や
森
林
施

業
を
説
明
□
ヒ
ノ
キ
林
イ
メ
□
ジ
の
参
考

と
し
て
ヒ
ノ
キ
の
精
油
を
用
意
し
ま
し
た
□ 

新
作
ビ
□
ル
の
発
表
は
十
一
月
□
ど
ん
な

出
来
上
が
り
か
□
今
か
ら
楽
し
み
で
す
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

今
年
五
月
か
ら
□
防
災
気
象
情
報
を
五

段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
発
表
す

る
新
た
な
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
□ 

詳
細
は
気
象
庁
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
□
秋
の
長
雨
や
台
風 

へ
の
備
え
を
進
め
ま
し
□
う
□ 

第
三
回
中
部
の
森
林
フ
□
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
□□
森
と
人
□
未
来
へ
つ
な
ぐ
山
で

の
営
み
□
を
テ
□
マ
に
□
森
や
木
と
人
の
関

わ
り
を
と
ら
え
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
□ 山

で
働
く
人
の
姿
だ
け
で
な
く
□
山
で

楽
し
ん
だ
り
学
ぶ
様
子
や
□
木
工
作
品
に

取
り
組
む
姿
な
ど
□
山
と
木
に
ま
つ
わ
る

様
子
を
広
く
対
象
と
し
て
い
ま
す
□ 

お
出
か
け
の
際
に
見
つ
け
た
□
と
□
て

お
き
の
一
枚
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
□ 

※
応
募
締
切
は
十
二
月
二
十
日
□
日
□ 

         

  

           

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メールマガジンへ登録いただくと、広報「中部の森林」

の発行日に URL を配信します。 

（奇数月の発行を予定） 

メールマガジンの登録サイト 

https://mailmag.maff.go.jp/m/entry において 

配信を希望するメールマガジンの中から 

中部森林管理局広報「中部の森林」を選択して下さい。 

広報 「中部の森林」 261 号 

発行：林野庁中部森林管理局 

編集：総務企画部 総務課 広報 

 

〒380-5875 長野県長野市栗田715-5 

電話：０２６－２３６－２５３１ 

https://www.rinya.maff.go.jp/chubu 

各
地
か
ら
の
便
り 

各地からの便りは、ホームページへ詳細を 

掲載しておりますのでどうぞご覧ください。 
各地からの便り 

中津川BREWERY のクラフトビール 

と
□
て
お
き
の
一
枚 

  

お
待
ち
し
て
い
ま
す 

秋
の
長
雨
に
備
え
て
新
し
い

防
災
気
象
情
報
の
確
認
を
！ 


